
単価契約仕様書  

環境政策局生活環境美化センター 
（担当：管理係 水谷 田中 電話：662-6023 

          車両管理係 水野 山口 電話：672-0061） 

件名 (単価契約)伏見まち美化事務所車両保守管理業務委託 

形状・寸法 別紙のとおり 

予定数量 別紙のとおり 

契約期間 令和９年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

契約条件 

 
別紙のとおり 
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単 価 契 約 仕 様 書  

 

１ 委託業務の名称   

（単価契約）伏見まち美化事務所車両保守管理業務委託 

 

２ 契約期間 

令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで 

 

３ 業務内容 

道路運送車両法等の法令に従い指定された車両の法定点検及び継続検査（以下「車検」という。）

を実施する。 

 

４ 対象車両：車両年間保守管理計画表（別紙）のとおり 

(1) 普通自動車：１７台（パッカー車：4 トン車＝２台、2 トン車大＝１５台） 

(2) 小型自動車：１台（連絡車＝１台） 

(3) 軽 四 輪 車：２５台（軽四貨物車＝２４台、軽四連絡車＝１台） 

※ 車両の台数は、令和８年９月初日現在の台数であり、委託契約期間中に増減することがある。 

 

５ 委託料単価の種類  

(1) 普通自動車（パッカー車：4 トン車、2 トン車大） 

ア ６ヶ月点検（4 トン車、2 トン車大） 

イ 車検Ａ（2 トン車大） 

ウ 車検Ｂ（4 トン車、2 トン車大） 

エ 車検Ｃ（4 トン車、2 トン車大） 

オ 車検Ｄ（2 トン車大） 

(2) 小型自動車（連絡車） 

ア ６ヶ月点検 

イ 車検 

(3) 軽四輪車（軽四貨物車、軽四連絡車） 

ア ６ヶ月点検 

イ １２ヶ月点検 

ウ 車検 

 

６ 予定数量 

(1) パッカー車 

 ６ヶ月点検 １２ヶ月点検 車検Ａ 車検Ｂ 車検Ｃ 車検Ｄ 

4 トン車 ２ ０ ０ １ １ ０ 

2 トン車大 １５ ０ ６ ６ ２ １ 

（備考）年度中の車両の増減等により数量は変更になることがある。 

 

(2) 小型自動車（連絡車）、 軽自動車（軽四貨物車） 

 ６ヶ月点検 １２ヶ月点検 車検 

小型自動車 
（連絡車） 

１ ０ １ 

軽四輪車 
（貨物車、連絡車） 

２５ １２ １３ 
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（備考）年度中の車両の増減等により数量は変更になることがある。 

 

７ 支払方法等 

各車両の委託料単価に受託者が当該１ヶ月間に実施した定期点検、車検の台数を乗じて得られた

金額（各委託料単価×実施台数の合計額）を、受託者からの適法な請求に基づき支払う。請求は、

定期点検、車検に区分して行うこと。 

なお、車検の際に必要な自動車重量税印紙、自動車損害賠償責任保険証明書及び継続検査申請書

（ＯＣＲ）は生活環境美化センターから交付する。 

車検終了後、車検証の写しを生活環境美化センター車両管理係（以下「車両管理係」という。）に

速やかに提出すること。 

 

８ その他留意事項 

(1) 各車両の定期点検及び車検は、別紙「年間保守管理計画表」に基づいて実施すること。ただし、

各車両の定期点検及び車検の時期は変更になることがあるので、受託者において事前に確認して

おくこと。 

(2) 各車両の配置場所については、別紙「年間保守管理計画表」のとおりとする。ただし、配置場

所が異なる場合があるので、受託者において事前に確認しておくこと。 

(3) 各車両の定期点検及び車検の内容は、下記の１０「定期点検及び車検の内容」記載のとおりで

ある。なお、定期点検及び車検の実施結果の記録については、近畿地区自動車整備連絡協議会が

定めた様式等を使用すること。 

(4) 各車両の定期点検及び車検の予定数量は令和８年９月初日現在の車両台数によるものであり、

本市の都合により増減する。大幅な増減があっても、本市は何ら補償しない。 

(5) 交換部品及び消耗品等について、契約期間内に当該品番の製造中止その他契約業者の責めに帰

さない事由により当該品番の交換ができなくなった場合は、本市の同意を得て、本市が当該製造

中止等品番と同等以上の機能を有すると認めた後継品番又は上位品番を代替品番として交換する

ことができる。 

(6) 定期点検及び車検の実施時に本仕様書に含まれない部品の交換、修繕等が必要と認められた場

合は、受託者から伏見まち美化事務所及び車両管理係に当該修繕内容等を速やかに連絡すること。

当該修繕等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締結された場合に限

り受託者により実施されるものとする。 

(7) 車検事務代行に要する経費は委託料単価に含む。 

(8) 定期点検及び車検等実施の際、その作業が原因で発生したと考えられる不具合が生じたときは、

受託者が責任をもって対応すること。 

(9) 受託者は道路運送車両法の規定により自動車分解整備事業の認証及び指定自動車整備事業の指

定を受けていることを文書により証明できる者に限る。（業務委託の対象車両が、自動車分解整備

事業認証及び指定自動車整備事業指定に係る「対象とする自動車の種類」の中に必ず含まれてい

ること。） 

(10) その他、本仕様書に定めのない事項については、車両管理係と受託者がその都度協議して定め

る。 

 

９ 伏見まち美化事務所の所在地及び連絡先 

   京都市伏見区横大路千両松町４４７  電話（０７５）６０１－７１６１ 

 

１０ 定期点検及び車検の内容 

(1) 普通自動車（パッカー車：4 トン車、2 トン車大） 

６ヶ月点検を１回、車検を１回実施する。 
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※ パッカー車の定期点検、車検を実施する場合、特に次のことに注意すること。 

京都市では、環境保全に取り組む独自方針として、パッカー車（ディーゼルエンジン車）の燃料とし

て、軽油ではなくＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）を１００％使用していることから、ＢＤＦでの常

時走行を考慮して燃料系統の一部に改造を施した車両を使用している。（平成２９年以降はＢ５を使用

している。） 

そのため、特に燃料ポンプをはじめとする燃料系統には、軽油使用時とは異なる様々な症例が発生す

ることがあり、定期点検、車検時には、車両管理係と緊密な連絡をとること。 

 

ア ６ヶ月点検（4 トン車、2 トン車大 共通） 

車検の実施月、若しくは車両更新日から概ね６ヶ月後に以下の点検・整備を実施すること。 

なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの

（自家用貨物自動車等の定期点検基準別表第５相当のもの）とする。 

点検実施の際にエンジンオイルの交換（ドレンコックパッキンの交換を含む。）を併せて実施すること。

交換するエンジンオイルは、メーカー純正品又はメーカー指定のグレードのものとし、廃油処理につ

いても受託者が責任をもって適正に処理すること。交換する部品はメーカー純正品とする。当該交換

等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、自家

用貨物自動車等の定期点検基準別表第５と同等のものを使用すること。 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ 車検（車検Ａ、車検Ｂ、車検Ｃ、車検Ｄ 共通項目） 

車検の受検回数により車検Ａ、Ｃと車検Ｂ、Ｄを区分する。車検Ａ、Ｃは、登録後２年目以降の奇数

回目（１回目の車検(２年目）・３回目の車検（４年目）・５回目の車検（６年目）等）の継続車検を受

けるパッカー車を対象とする。車検Ｂ、Ｄは、登録後３年目以降の偶数回目（２回目の車検(３年目）・

４回目の車検（５年目）・６回目の車検（７年目）等）の継続車検を受けるパッカー車を対象とする。 

車検Ａ、Ｃと車検Ｂ、Ｄは、年間保守管理計画表にパッカー車ごとに表示されたとおりである。（新車

登録後１年目の法定点検は１２ヶ月点検とする。） 

車検にあたっては、自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のうえ、車

検の実施予定日を決定すること。 

なお、パッカー車は車検実施時に架装の年次点検を併せて実施するので、受託者は架装の年次点検実

施業者とその作業日程について事前に調整し、車検予定日を決定すること。 

架装の年次点検は、各架装製造会社の指定する京都地区の担当業者が実施するため、架装の年次点検

を実施する工場等への車両の搬送は受託者が行うこと。当該搬送に要する経費は委託料単価に含まれ

る。 

 

（参考） 

令和８年度の架装の年次点検委託業者は以下のとおりである。 

・ 新明和工業㈱製の架装 

株式会社Ｓｕｐｅｒ Ｅｎｅｒｇｉｅ Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ  

京都市南区上鳥羽南鉾立町 14-1   （075）661-1212 

 

・ 極東開発工業㈱製の架装 

今北自動車工業株式会社  

京都市右京区西院月双町７６番地  （075）311-3918 

車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準（自家用貨物自動車等の定
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期点検基準別表第５相当のもの）に規定されたものとする。 

車検結果は、点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、自

家用貨物自動車等の定期点検基準別表第５と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ シャーシブラック仕上げ 

・ スチーム洗浄 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント点検 

・ ブレーキオイル交換 

・ ブレーキホース、キャリパーインナーキット、ブレーキマスターインナーキット点検 

・ ディオニック搭載車（２９・３１・Ｒ２・Ｒ３・Ｒ４年式）・ディオニックオイル、ミッションオ

イル、ＰＣＶ  エレメント交換 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ 燃料フィルター交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ ごみ投入口付近のペイント補修 

・ 汚水タンク洗浄 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

・ ブレーキパッド、ライニングの摺動部にグリスアップすること 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のもの（別紙資料１

も参照すること）とし、交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正

に処理すること。なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が必要と

受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡すること。当該交

換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締結された場合に限り受託

者により実施されるものとする。 

(注３) パッカー車の年式・型式により、部品番号が異なる場合があるので、各パッカー車の交換部品

については、事前に車両管理係と協議すること。 

 

ウ 車検Ａ実施時の独自項目（委託料単価に含む） 

（2 トン車大） 

・ 前輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド交換 

※ 前輪ドラムブレーキ仕様の車両は、ブレーキシュー交換、カップゴム点検とする。 

・ 後輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド交換 

・ 後輪ドラムブレーキ：ブレーキシュー交換、カップゴム点検 

・ ＡＴオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

・アイドルプーリーベアリング交換 

(注１) 交換するブレーキパッド・ブレーキシュー等は、ブレーキ鳴きの発生等を防止するために、別

紙資料１に記載した品番の部品を使用すること。その他の交換部品及び消耗品等については、メーカ

ー純正品又はメーカー指定のもの（別紙資料１も参照すること）とする。交換したオイルや古い部品

等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。なお、以上に係る直接・間接経費

は委託料単価に含まれる。 

(注２) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と
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別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

（4 トン車） 

・ドラムブレーキ（四輪）：カップゴム点検、ブレーキシュー点検 

・ディスクブレーキ(四輪)：ブレーキパッド点検 

・エアドライヤーオーバーホール 

・ＡＴオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

・ ＡＴオイルエレメント交換（ＡＴオイルエレメントは三菱純正部品又はメーカー指定のものを使用

すること。交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理するこ

と。なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。） 

(注１) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と

別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。（別紙資料１参照） 

 

エ 車検Ｂ実施時の独自項目（委託料単価に含む） 

（2 トン車大） 

・ 前輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド交換 

※ 前輪ドラムブレーキ仕様の車両は、ブレーキシュー交換、カップゴム交換とする。 

・ 後輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド交換 

・ 後輪ドラムブレーキ：ブレーキシュー交換、カップゴム交換 

・ エアエレメント交換 

・ デフオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

(注１) 交換するブレーキパッド・ブレーキシュー等は、ブレーキ鳴きの発生等を防止するために、別

紙資料１に記載した品番の部品を使用すること。その他の交換部品及び消耗品等については、メーカ

ー純正品又はメーカー指定のもの（別紙資料１も参照すること）とする。交換したオイルや古い部品

等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。なお、以上に係る直接・間接経費

は委託料単価に含まれる。 

(注２) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と

別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

（4 トン車） 

・ ドラムブレーキ（四輪）：ブレーキシュー交換、カップゴム交換 

・ ディスクブレーキ（四輪）：ブレーキパッド交換 

・ リアブレーキダイヤフラム交換 

・ エアエレメント交換 

・ デフオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

・ ＰＣＶブローバイガスエレメント交換 

※ 平成１７年式以降の 4 トン車は、エレメント交換が必要なことから、車検Ｂ実施時にこれを交換す

る。交換する部品等については、メーカー純正品とする。 

(注１) 交換するブレーキシュー、カップゴム、リアブレーキダイヤフラムは、三菱純正部品を使用す

ること。交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と
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別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。（別紙資料１参照） 

 

オ 車検Ｃ実施時の独自項目（委託料単価に含む） 

（2 トン車大） 

・ 前輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド点検 

※ 前輪ドラムブレーキ仕様の車両は、ブレーキシュー点検、カップゴム点検とする。 

・ 後輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド点検 

・ 後輪ドラムブレーキ：ブレーキシュー点検、カップゴム点検 

・ ＡＴオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

・アイドルプーリーベアリング交換 

(注１)交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と

別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

※交換が必要なブレーキパッド・ブレーキシュー等は、ブレーキ鳴きの発生等を防止するために、別

紙資料２に記載した品番の部品を使用すること。その他の交換部品及び消耗品等については、メーカ

ー純正品又はメーカー指定のもの（別紙資料２も参照すること）とする。 

（4 トン車） 

・ ドラムブレーキ（四輪）：カップゴム点検、ブレーキシュー点検 

・ ディスクブレーキ（四輪）：ブレーキパッド点検 

・エアドライヤーオーバーホール 

・ＡＴオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

・ ＡＴオイルエレメント交換（ＡＴオイルエレメントは三菱純正部品又はメーカー指定のものを使用

すること。交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理するこ

と。なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。） 

(注３) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と

別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。（別紙資料２参照） 

 

カ 車検Ｄ実施時の独自項目（委託料単価に含む） 

（2 トン車大） 

・ 前輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド点検 

※ 前輪ドラムブレーキ仕様の車両は、ブレーキシュー点検、カップゴム交換とする。 

・ 後輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド点検 

・ 後輪ドラムブレーキ：ブレーキシュー点検、カップゴム交換 

・ エアエレメント点検 

・ デフオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

(注１)交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と

別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 
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※交換が必要なブレーキパッド・ブレーキシュー等は、ブレーキ鳴きの発生等を防止するために、別

紙資料２に記載した品番の部品を使用すること。その他の交換部品及び消耗品等については、メーカ

ー純正品又はメーカー指定のもの（別紙資料２も参照すること）とする 

（4 トン車） 

・ ドラムブレーキ（四輪）：ブレーキシュー点検、カップゴム交換 

・ ディスクブレーキ（四輪）：ブレーキパッド点検 

・ リアブレーキダイヤフラム交換 

・ デフオイル交換（メーカー純正品又はメーカー指定グレードのものとし、交換したオイルは、受託

者が責任をもって適正に処理すること。） 

・ ＰＣＶブローバイガスエレメント交換 

※ 平成１７年式以降の 4 トン車は、エレメント交換が必要なことから、車検Ｄ実施時にこれを交換す

る。交換する部品等については、メーカー純正品とする。 

(注１) 交換するカップゴム、リアブレーキダイヤフラムは、三菱純正部品を使用すること。交換した

オイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。なお、以上に係

る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) 点検の結果、交換の必要ありと受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内

容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と

別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。（別紙資料２参照） 

 

車検に要する期間は、車検Ａ・車検Ｂ・車検Ｃ・車検Ｄともに、車両の引渡しから返納まで、概ね５

日間（土・日曜日は含まない。）以内とする。なお、この期間には、架装の年次点検に要する期間も含

まれるので留意すること。 

 

キ（参考）その他の整備事項 

（2 トン車大） 

ブレーキローターの焼け状態、ブレーキドラムの焼け状態に注意し、必要と認められたときは研磨も

しくは交換を実施する。 

リーフスプリング折れ、シャックルピンブッシュの磨耗状態に注意し、必要と認められたときは交換

を実施する。 

（4 トン車） 

エアーマスターオーバーホール・ブレーキバルブオーバーホールが必要と認められたときにはこれを

実施する。 

（4 トン車、2 トン車大 共通) 

ＡＴオイル（車検Ａ、Ｃを除く。）、デフオイル（車検Ｂ、Ｄを除く。）、燃料ホースについて、点検の

結果、交換が必要と判断される場合、当該交換作業を実施する。 

(注) 上記の部品等の交換、研磨作業が必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該

交換内容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受

託者と別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。この場合、交換する部

品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、交換したオイルや古い部

品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。 

 

 (2) 普通自動車（連絡車）及び小型自動車（連絡車） 

６ヶ月点検を１回、車検又は１２ヶ月点検を１回実施する。 

  

ア ６ヶ月点検 

新車登録、車検、１２ヶ月点検の実施月から概ね６ヶ月後に、以下の点検・整備を実施する。
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なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の内容は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定され

たものを準用したもの（自家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。 

点検実施の際、エンジンオイルの交換（ドレンコックパッキン交換を含む。）を併せて実施する

こと。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品もしくはメーカー指定のグレードのものとし、

廃油処理については受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換等に係る直接・間接経

費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ １２ヶ月点検 

新車登録から概ね１２ヶ月後、２４ヶ月後及び車検の実施月から概ね１年後に、以下の点検・

整備を実施する。なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

１２ヶ月点検の内容は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定さ

れたもの（自家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。点検実施の際、エンジ

ンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）・オイルフィルターの交換を併せて実施すること。 

交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、交換し

たオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換

等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

１２ヶ月点検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね３日間（土・日曜日は含まな

い。）以内とする。 

 

ウ 車検 

自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のうえ、車検の実施予定

日を決定すること。 

車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自

家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。車検結果は点検整備記録簿に記録し、

速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、自家用乗用車等の定期点検基準別表第

６と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント交換 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１)交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２)エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が
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必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

(3)軽四輪車（軽四貨物車、軽四連絡車） 

６ヶ月点検を１回、１２ヶ月点検又は車検を１回実施する。 

 

ア ６ヶ月点検 

新車登録、車検、１２ヶ月点検の実施月から概ね６ヶ月後に、以下の点検・整備を実施する。

なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の項目は、別紙「軽自動車・軽四輪貨物車の６ヶ月点検項目」とする。 

点検結果は別紙「点検整備記録簿」又は「点検整備記録簿」と同等の記録簿に記録し、速やか

に車両管理係に提出すること。 

点検実施の際、エンジンオイルの交換（ドレンコックパッキン交換を含む。）を併せて実施する

こと。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品もしくはメーカー指定のグレードのものとし、

廃油処理についても受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換等に係る直接・間接経

費は、委託料単価に含まれる。 

(注) ２０年配車のダンプ仕様車については、ボディー作動具合の点検を含む。 

 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ １２ヶ月点検 

新車登録から概ね１２ヶ月後、２４ヶ月後及び車検の実施月から概ね１年後に、以下の点検・

整備を実施する。なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

１２ヶ月点検の項目は、自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自家用乗用

車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。 

点検実施の際、エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）・オイルフィルターの交

換を併せて実施すること。交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー

指定のものとし、交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に

処理すること。当該交換等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

(注) ２０年配車のダンプ仕様車については、ボディー作動具合の点検を含む。 

 

１２ヶ月点検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね３日間（土・日曜日は含まな

い。）以内とする。 

 

ウ 車検 

自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のうえ、車検の実施予定

日を決定すること。 

車検項目は、自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自家用乗用車等の定期

点検基準別表第６相当のもの）とする。 

車検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、
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自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む） 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント交換 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

(注３) ２０年配車のダンプ仕様車については、ボディー作動具合の点検を含む。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 



年間保守管理計画表
令和９年度

台
数

所属 車種 車両 番号 車名 年式 公害記号 型式 車台番号 長さ 幅 高さ E/G形式 排気量 架装会社 積載量 容量㎥人 燃料 車両重量
車両総重

量
有効年 有効月 有効日 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 委託料単価区分

1 伏見 FP 京都800す 6826 三菱 19 PDG FK71D
FK71D-
720155

5.95 2.17 2.42 4M50 4,890cc 極東 2550ｋｇ 5.0㎥ Ｂ５ 5270ｋｇ 7985ｋｇ R9 9 15 C ➅

1 伏見 FP 京都800す 8585 三菱 21 PDG FK71D
FK71D-
721170

5.83 2.17 2.47 4M50 4,890cc 新明和 2550ｋｇ 5.0㎥ Ｂ５ 5280ｋｇ 7995ｋｇ R10 3 5 ➅ B

1 伏見 2P 京都800さ 4693 三菱 13 KK FE53EB
FE53EB
560458

5.3 1.85 2.37 4M51 5,240cc 新明和 2000ｋｇ 4.3㎥ Ｂ５ 4230ｋｇ 6395ｋｇ R10 3 27 ➅ B

1 伏見 TP 京都800す 6827 三菱 19 PDG FE73D
FE73D-
540454

5.31 1.84 2.31 4M50 4,890cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4280ｋｇ 6445ｋｇ R9 11 27 ➅ A

1 伏見 TP 京都800す 8592 三菱 21 PDG FE73D
FE73D-
551005

5.32 1.85 2.33 4M50 4,890cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4270ｋｇ 6435ｋｇ R9 12 14 ➅ A

1 伏見 TP 京都800す 8593 三菱 21 PDG FE73D
FE73D-
551006

5.32 1.85 2.33 4M50 4,890cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4270ｋｇ 6435ｋｇ R10 3 5 ➅ B

1 伏見 TP 京都800す 8594 三菱 21 PDG FE73D
FE73D-
551011

5.32 1.85 2.33 4M50 4,890cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4270ｋｇ 6435ｋｇ R10 3 5 ➅ B

1 伏見 TP 京都800す 8595 三菱 21 PDG FE73D
FE73D-
551031

5.32 1.85 2.33 4M50 4,890cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4270ｋｇ 6435ｋｇ R10 3 10 ➅ B

1 伏見 TP 京都800せ 640 三菱 22 BJG FE73B
FE73B-
570137

5.35 1.84 223 4M42-S10 2,970cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4290ｋｇ 6455ｋｇ R9 12 9 ➅ D

1 伏見 TP 京都800す 9919 三菱 22 BJG FE73B
FE73B-
560071

5.34 1.85 2.17 4M42-S10 2,970cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4260ｋｇ 6425ｋｇ R10 3 22 ➅ C

1 伏見 TP 京都800す 9920 三菱 22 BJG FE73B
FE73B-
560070

5.34 1.85 2.17 4M42-S10 2,970cc 極東 2000ｋｇ 4.0㎥ Ｂ５ 4260ｋｇ 6425ｋｇ R10 3 22 ➅ A

1 伏見 TS 京都800せ 8026 三菱 29 TPG FEA50
FEA50-
553284

5.32 1.85 2.23 4P10 2,990cc 新明和 2000ｋｇ 4.4㎥ Ｂ５ 4200ｋｇ 6365ｋｇ R9 12 26 ➅ C

1 伏見 TS 京都800せ 9337 三菱 31 TPG FEA50
FEA50-
571369

5.3 1.85 2.23 4P10 2,990cc 新明和 2000ｋｇ 4.4㎥ Ｂ５ 4210ｋｇ 6375ｋｇ R9 9 16 A ➅

1 伏見 TS 京都800そ 450 三菱 R2 2PG FEAVO
FEAVO-
580893

5.32 1.85 2.26 4P10 2,990cc 新明和 2000ｋｇ 4.6㎥ Ｂ５ 4270ｋｇ 6435ｋｇ R9 9 23 B ➅

1 伏見 TS 京都800そ 1504 三菱 R3 2PG FEAVO
FEAVO-
583254

5.32 1.85 2.27 4P10 2,990cc 新明和 2000ｋｇ 4.6㎥ Ｂ５ 4280ｋｇ 6445ｋｇ R10 3 23 ➅ B

1 伏見 TS 京都800そ 2516 三菱 R4 2RG FEAVO
FEAVO-
591071

5.31 1.85 2.27 4P10 2,990cc 新明和 2000ｋｇ 4.6㎥ Ｂ５ 4300ｋｇ 6465ｋｇ R10 3 24 ➅ A

1 伏見 TS 京都800そ 6226 三菱 R8 2RG FEAVO
FEAVO-
612436

5.32 1.85 2.27 4P10 2,990cc 新明和 2000ｋｇ 4.6㎥ Ｂ５ 4310ｋｇ 6475ｋｇ R10 3 24 ➅ A

パッカー車
４トン車

パッカー車
２トン車大



年間保守管理計画表
令和９年度

台
数

所属 車種 車両 番号 車名 年式 公害記号 型式 車台番号 長さ 幅 高さ E/G形式 排気量 架装会社 積載量 容量㎥人 燃料 車両重量
車両総重

量
有効年 有効月 有効日 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 委託料単価区分

1 伏見 軽四輪車 京都41も 9289 ダイハツ 15 LE S200P
S200P-
0122466

3.39 1.47 1.99 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 850ｋｇ 1310ｋｇ R9 11 25 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都41も 9291 ダイハツ 15 LE S200P
S200P-
0122689

3.39 1.47 1.99 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 850ｋｇ 1310ｋｇ R9 11 25 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都480き 1443 スバル 19 LE TT2
TT2-

383684
3.39 1.47 1.8 EN07 650cc 350ｋｇ ガソリン 870ｋｇ 1330ｋｇ R9 9 26 車検 ➅

1 伏見 軽四輪車 京都480こ 8032 ダイハツ 21 EBD S201P
S201P-
0033596

3.39 1.48 1.97 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 860ｋｇ 1320ｋｇ R9 11 11 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都480す 2690 ダイハツ 22 EBD S201P
S201P-
0052220

3.39 1.47 1.97 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 850ｋｇ 1310ｋｇ R10 10 7 ⑫ ➅

1 伏見 軽四輪車 京都480す 2691 ダイハツ 22 EBD S201P
S201P-
0052459

3.39 1.47 1.96 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 860ｋｇ 1320ｋｇ R10 10 7 ⑫ ➅

1 伏見 軽四輪車 京都480す 2692 ダイハツ 22 EBD S201P
S201P-
0052017

3.39 1.47 1.98 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 850ｋｇ 1310ｋｇ R10 10 7 ⑫ ➅

1 伏見 軽四輪車 京都480せ 7239 ダイハツ 23 EBD S211P
S211P-
0153789

3.39 1.47 1.95 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 900ｋｇ 1360ｋｇ R9 10 20 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都480せ 7240 ダイハツ 23 EBD S211P
S211P-
0154066

3.39 1.47 1.96 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 900ｋｇ 1360ｋｇ R9 10 20 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都480ち 3921 ダイハツ 25 EBD S201P
S201P-
0103118

3.39 1.47 1.96 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 850ｋｇ 1310ｋｇ R9 9 18 車検 ➅

1 伏見 軽四輪車 京都480ち 3922 ダイハツ 25 EBD S201P
S201P-
0103171

3.39 1.47 1.95 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 850ｋｇ 1310ｋｇ R9 9 18 車検 ➅

1 伏見 軽四輪車 京都480て 5985 ダイハツ 27 EBD S510P
S510P-
0028625

3.39 1.47 1.97 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 930ｋｇ 1390ｋｇ R11 3 24 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 京都480な 5643 ダイハツ 28 EBD S510P
S510P-
0118598

3.39 1.47 1.99 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 950ｋｇ 1410ｋｇ R10 10 24 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 京都480な 8616 ダイハツ 29 EBD S510P
S510P-
0133442

3.39 1.47 1.96 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 940ｋｇ 1400ｋｇ R11 2 1 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 京都480な 9409 ダイハツ 29 EBD S510P
S510P-
0135144

3.39 1.47 1.95 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 950ｋｇ 1410ｋｇ R11 2 23 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 京都480ふ 6783 ダイハツ R4 3BD S510P
S510P-
0478616

3.39 1.47 1.97 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 970ｋｇ 1430ｋｇ R10 12 15 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 京都480ほ 9838 スズキ R6 3BD DA16T
DA16T-
783116

3.39 1.48 1.95 R06A 650cc 350ｋｇ ガソリン 900ｋｇ 1360ｋｇ R10 3 11 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都480ほ 9839 スズキ R6 3BD DA16T
DA16T-
782954

3.39 1.48 1.95 R06A 650cc 350ｋｇ ガソリン 900ｋｇ 1360ｋｇ R10 3 11 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都480ま 9205 スズキ R7 3BD DA16T
DA16T-
859824

3.39 1.47 1.83 R06A 650cc 350ｋｇ ガソリン 910ｋｇ 1370ｋｇ R11 2 20 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 京都480ま 9717 スズキ R7 3BD DA16T
DA16T-
858534

3.39 1.47 1.86 R06A 650cc 350ｋｇ ガソリン 910ｋｇ 1370ｋｇ R11 3 10 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 京都480み 9773 ダイハツ R8 3BD S510P
S510P-
0671304

3.39 1.47 1.99 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 960ｋｇ 1420ｋｇ R10 3 17 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 京都480み 9774 ダイハツ R8 3BD S510P
S510P-
0671388

3.39 1.47 1.99 KF 650cc 350ｋｇ ガソリン 970ｋｇ 1430ｋｇ R10 3 17 ➅ 車検

1 伏見
軽ワゴン
（連絡車）

京都480ひ 7578 スズキ R4 5BD DA17V
DA17V-
589123

3.39 1.47 1.89 R06A 650cc
元リース車
トヨペット
久御山店

350kg
(250kg)

ガソリン 890ｋｇ
1350kg

(1360kg)
R10 2 21 ➅ 車検

1 伏見 軽四輪車 新車 ダイハツ R9 ガソリン R11 ➅ ⑫

1 伏見 軽四輪車 新車 ダイハツ R9 ガソリン R11 ➅ ⑫

1 伏見 連絡車 京都502ぬ 7795 トヨタ 26 DBA NZE161G
NZE161-
7098202

4.36 1.69 1.47 1NZ 1,490cc 5人 ガソリン 1140ｋｇ 1415ｋｇ R9 11 25 ➅ 車検
小型自動車（連絡
車）

43

台数 台数   車検 A B C D

新明和 8 2 2 o 0 1 1 0

極東 9 15 15 0 6 6 2 1

桐生工業 0 24 24 12 12

合計 17 1 1 0 1 （注１） 表中の は3ヶ月点検、 は6ヶ月点検、 は12ヶ月点検、Aは車検A、Bは車検B、Cは車検C、Dは車検Dを表している。

1 1 0 1 （注２） 表中の車両のうち軽四輪車については、伏見及び深草エコまちステーションに配置されているものがある。

43 43 12 14 6 7 3 1

軽四自動車

パッカー車4トン車

パッカー車2トン車大

軽四輪車（貨物車）

軽四輪車（連絡車）

小型自動車（連絡車）

合計










